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河川水辺の国勢調査の概要

「河川水辺の国勢調査」とは、河川を環境という観点からとらえた定期的、
継続的、統一的な河川に関する基礎情報の収集整備のための調査をいう。

●定義

●対象河川及びダム

主に全国１０９の一級水系の直轄区間の河川（河川版）及び直轄・水資源機
構管理のダム（ダム湖版）を対象とする。

●調査実績

平成２年度から５年で一巡する調査を開始
し、平成17年度で３巡目調査が完了、平成18
年度から４巡目調査を実施している。

●生物調査項目
魚類、底生動物、植物、鳥類、両生類・爬

虫類・哺乳類、陸上昆虫類等、動植物プラン
クトン（ダム湖版のみ）

資料－３

(複数地点で年2回以上）

魚類調査
魚類の調査

(複数地点で年2回以上）

(複数地点で年2回以上）

(複数地点で年3回以上）

河川環境基図
作成調査

河道の瀬・淵や水際部の

状況等を調査
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河川水辺の国勢調査の必要性

河川水辺の国勢調査における生物の生息・生育環境等に関するデータは
雨量や水位などと同様に、河川の整備・管理に必要な基礎的情報である。

～平成元年度 平成2年度～

雨 量

水 位

治
水

河川水辺の国勢調査

国民の
環境意識
の高まり

流 量

環

境

魚 類

底生動物

…

植 物

＋
利
水

…

工 事 計 画 管 理 長期評価 知識基盤

工事による貴重種
等への影響可能
性の事前評価

保全対策の立案

←国調による生息域
分布情報を、重要な
生息場の回避、工事
時期の適正化等に活用

←国調による生息地
分布情報から、生息に
適した環境条件を把握
し、保全対策に活用

河川整備計画等
の計画策定

←国調による生息域
分布情報を、河川整備
計画等において保全
すべき区域とする場所
の設定に活用

←河道計画立案の際に、
河川の縦断形状、横断
形状を、貴重な生息場
への影響を少ないもの
にするように配慮

河川敷の占用
許可、工作物
の設置の許可

河川の樹木管理

←国調による生息域
分布情報をもとに、
重要な生息場の占用
等の許可を判断

←国調情報から樹木によ
る河道の疎通能力の阻
害状況を把握し対策に
反映

ダム等の建設後
のモニタリング

←ダム等は河川環境を
大きく改変することから国
調により環境状況を
長期的にモニタリング。

長期的な環境変
化や地球温暖化
影響の把握

←国調データの積み
重ねにより長期的な
環境変化を把握

データ利用

←ウェブから、生物生息情
報を利用可能
←貴重種情報を含む資料を、
研究目的等に応じて利用
許可。

経年的に価値を
増す生態系基礎
情報の保存・普及

←調査継続期間が長くな
るほど、データの
利用価値が増大

治
水

利
水

雨 量

水 位

流 量

…

出典：平成22年5月21日開催事
業仕分けA-36番配布資料より
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河川水辺の国勢調査の経緯
●年表
年度 調査実施状況 実施要領 調査マニュアル 生物リスト システム化 データ公開

H2 調査開始 魚介類マニュアル(案) 年鑑（書籍）

(H2～H4ﾃﾞｰﾀ)
H3 実施要領制定 その他の生物マニュアル

H4 実施要領改定 H4年版ﾏﾆｭｱﾙ(案)（生物調
査の統合版）

H5 H5年版ﾏﾆｭｱﾙ(案)

－

年鑑（CD）

(H5～H11ﾃﾞｰﾀ)
H6 実施要領改定

H7 １巡目完了 H7年版ﾏﾆｭｱﾙ(案) 生物ﾘｽﾄ初版作成

H8 ２巡目開始

H9 H9年版ﾏﾆｭｱﾙ

H10

H11 ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ委員会創設

H12 ２巡目完了 生物ﾘｽﾄ第1回改訂 電子入力開始

過去ﾃﾞｰﾀ入力(H5～H11)

水情報国土（HP）

(電子入力されたH12以降
のﾃﾞｰﾀ、過去ﾃﾞｰﾀ入力さ
れたH5～H11ﾃﾞｰﾀ)H13 ３巡目開始 生物ﾘｽﾄ第2回改訂 システム(DB)運用開始

H14

H15

H16

H17 ３巡目完了 H17以降、毎年更新し
てHPで公開

システム改良開始

H18 ４巡目開始 実施要領改定 18年版ﾏﾆｭｱﾙ

H19 システム改良完了

H20

H21

H22 WEB-GISによる公開予定
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河川水辺の国勢調査 調査の流れ

●調査フロー

河川水辺の国勢調査アドバイザー等
学識経験者等

全体調査計画の策定
（水系単位）

現地調査計画の策定

現地調査

調査結果とりまとめ

考察・評価

調査結果とりまとめ
（全国単位）

河川水辺の国勢調査のための生物リスト

河川水辺の国勢調査入出力システム

学識経験者によるスクリーニング
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調査地点の配置イメージ 河川

●調査地点

・河川環境縦断区分ごとの代表
的な場所に、全ての調査項目
ごとに調査地区をそれぞれ
1地区以上設定

・各調査地区の範囲は、横断方
向は河川区域の範囲とし、縦
断方向は概ね1km程度を目安

河口域

下流域

中流域

狭窄部

上流域
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調査地点の配置イメージ ダム湖

●調査地点

・ダム湖環境エリア区分に基づいて
調査地区を設定

・以下の調査項目においては、調査
結果の分析等の活用に配慮し、他
の調査項目と可能な限り同一の調
査地区を設定

○魚類と底生動物
○水質調査と動植物プランクトン
○植物と鳥類、両生類・爬虫類・
哺乳類、陸上昆虫類等

●△△7

（流入部）

凡例(調査地区)

　■：魚類

　■：底生動物

　■：動植物プランクトン

　■：植物

　■：鳥類

　■：両生類・爬虫類・哺乳類

　■：陸上昆虫類等

  　：ダム湖環境基図作成範囲

※鳥類については、ダム湖全域を対

象とした船上調査及び流入河川、下

流河川を対象としたスポットセンサ

スを実施する

●△△1
(下流河川)

△△ダム

常時満水位

夏季制限水位

●△△3

(湖心部)

●△△6
(水位変動域)

●△△10
(樹林地)

●△△9
(流入河川)

●△△12

（地形改変箇所）

●△△13

（環境創出箇所）

●△△5
(エコトーン)

●△△4
(湖岸部)

●△△11-2
(沢沿い)

●△△8

（流入部）

●△△11-1
(湖岸道路)

●△△11-3
(沢沿い)

××川

発電バイパス

減水区間

●△△2
(下流河川)
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■各生物項目の生活史等を考慮し，年調査回数および調査時期の設定することにより
生物相を確実に把握する。

調査サイクル、回数、時期

魚類 5年に1回、春から秋にかけて２回以上

底生動物
5年に1回、冬～早春、初夏～夏を含む２回以上

動植物
ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

植物プランクトン： 5年に1回
基本的に毎月（水質調査結果を活用）
動物プランクトン： 5年に1回
基本的に四季（最低、循環期・成層期の２回）

植 物
5年に1回（植生図作成、群落組成、植生断面調査）、10年に1回（植物
相調査）、春～初夏と秋を含む２回以上

鳥 類
10年に1回、繁殖期と越冬期の２回以上
（干潟では、春・秋の渡りも実施）

両・爬・哺
10年に1回、早春～初夏に２回、秋に1回を含む3回以上
哺乳類のトラップ法は春～初夏に1回、秋に1回の計2回以上

陸上昆虫類等 10年に1回、春、夏、秋を含む３回以上

※1 早春：2～3月の雪解け前後の時期

調査サイクル、回数、時期

●調査サイクル、回数、時期
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生物リストによる精度管理

●生物リストの作成
河川水辺の国勢調査において使用される生物の学名及び和名を統一するとともに、統一化
された体系に従った出現種目録を作成することを目的として、「河川水辺の国勢調査のための
生物リスト」を作成。毎年の調査結果を踏まえリストを更新して水情報国土データ管理セン
ターのホームページで公開中。 （http://www3.river.go.jp/system/seibutsuList.htm）

●魚類の事例 門コー門和門 亜門亜門亜門綱コ綱和名 綱 亜亜綱亜綱目コー目和名 目科コ科和名 科 亜科亜科亜属コー属和名 属 種コード学名 種和名 種小名
16 脊ついVERT 16 ### メクラウナギMyxin## 1E+07 メクラウナギ目 Myx### メクラウナギ科 Myxinidae ### 1E+07 ヌタウナギ属 Epta10002457 Eptatretus burgeri ヌタウナギ burgeri
16 脊ついVERT 16 27 頭甲綱 Cepha39 127 ヤツメウナギ目 Pet 857 ヤツメウナギ科 Petromyzo 857 5677 ミツバヤツメ属Ento 500001 Entosphenus tridentatus ミツバヤツメ tridentatus
16 脊ついVERT 16 27 頭甲綱 Cepha39 127 ヤツメウナギ目 Pet 857 ヤツメウナギ科 Petromyzo 857 5678 カワヤツメ属 Leth 500002 Lethenteron reissneri スナヤツメ reissneri
16 脊ついVERT 16 27 頭甲綱 Cepha39 127 ヤツメウナギ目 Pet 857 ヤツメウナギ科 Petromyzo 857 5678 カワヤツメ属 Leth 500003 Lethenteron kessleri シベリアヤツメ kessleri
16 脊ついVERT 16 27 頭甲綱 Cepha39 127 ヤツメウナギ目 Pet 857 ヤツメウナギ科 Petromyzo 857 5678 カワヤツメ属 Leth 500004 Lethenteron japonicum カワヤツメ japonicum
16 脊ついVERT 16 28 軟骨魚綱 Chon 40 1E+07 メジロザメ目 Car ### トラザメ科 Scyliorhini ### 1E+07 トラザメ属 Scy 10002025 Scyliorhinus torazame トラザメ torazame
16 脊ついVERT 16 28 軟骨魚綱 Chon 40 128 エイ目 Raji 858 アカエイ科 Dasyatidid 858 5679 アカエイ属 Das 10002026 Dasyatis zugei ズグエイ zugei
16 脊ついVERT 16 28 軟骨魚綱 Chon 40 128 エイ目 Raji 858 アカエイ科 Dasyatidid 858 5679 アカエイ属 Das 500005 Dasyatis kuhlii ヤッコエイ kuhlii
16 脊ついVERT 16 28 軟骨魚綱 Chon 40 128 エイ目 Raji 858 アカエイ科 Dasyatidid 858 5679 アカエイ属 Das 500006 Dasyatis akajei アカエイ akajei
16 脊ついVERT 16 28 軟骨魚綱 Chon 40 128 エイ目 Raji ### ツバクロエイ科 Gymnurida ### 12715 ツバクロエイ属Gym 501494 Gymnura japonica ツバクロエイ japonica
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 129 チョウザメ目 Acip859 チョウザメ科 Acipenseri 859 5680 ダウリアチョウHus 500007 Huso dauricus ダウリアチョウザメ dauricus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 129 チョウザメ目 Acip859 チョウザメ科 Acipenseri 859 5681 チョウザメ属 Acip 500008 Acipenser medirostris チョウザメ medirostris
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 129 チョウザメ目 Acip859 チョウザメ科 Acipenseri 859 5681 チョウザメ属 Acip 500009 Acipenser sinensis カラチョウザメ sinensis
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 130 レピソステウス目Lep 860 レピソステウス科Lepisosteid860 5682 レピソステウスLep 500010 Lepisosteus osseus ロングノーズガー osseus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 131 オステオグロッスOst 861 オステオグロッスOsteogloss 861 5683 オステオグロッOst 500011 Osteoglossum ferreirai ブラックアロワナ ferreirai
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 132 カライワシ目 Elop862 カライワシ科 Elopidae 862 5684 カライワシ属 Elop 500012 Elops hawaiensis カライワシ hawaiensis
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 132 カライワシ目 Elop863 イセゴイ科 Megalopida 863 5685 イセゴイ属 Meg 500013 Megalops cyprinoides イセゴイ cyprinoide
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang864 ウナギ科 Anguillidae 864 5686 ウナギ属 Ang 500014 Anguilla anguilla ヨーロッパウナギ anguilla
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang864 ウナギ科 Anguillidae 864 5686 ウナギ属 Ang 500015 Anguilla japonica ウナギ japonica
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang864 ウナギ科 Anguillidae 864 5686 ウナギ属 Ang 500016 Anguilla marmorata オオウナギ marmorata
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang### ウツボ科 Muraenidae### 3E+07 アミキカイウツUro 30001354 Uropterygius concolor コゲウツボ concolor
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang865 ウミヘビ科 Ophichthid 865 1E+07 ミミズアナゴ属Mur 10001997 Muraenichthys gymnotus ミミズアナゴ gymnotus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang865 ウミヘビ科 Ophichthid 865 1E+07 ダイナンウミヘOph 10001267 Ophisurus macrorhynchusダイナンウミヘビ macrorhyn
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang865 ウミヘビ科 Ophichthid 865 5687 ウミヘビ属 Oph 501495 Ophichthus evermanni ホウライウミヘビ evermanni
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang865 ウミヘビ科 Ophichthid 865 5687 ウミヘビ属 Oph 500017 Ophichthus asakusae イナカウミヘビ asakusae
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang865 ウミヘビ科 Ophichthid 865 5688 ホタテウミヘビPiso30001088 Pisodonophis zophistius ホタテウミヘビ zophistius
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang865 ウミヘビ科 Ophichthid 865 5688 ホタテウミヘビPiso 500018 Pisodonophis cancrivorus ミナミホタテウミヘビ cancrivoru
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang866 アナゴ科 Congridae 866 12717 ゴテンアナゴ属Ario 501496 Ariosoma meeki ゴテンアナゴ meeki
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang866 アナゴ科 Congridae 866 5690 クロアナゴ属 Con 500020 Conger myriaster マアナゴ myriaster
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang866 アナゴ科 Congridae 866 5690 クロアナゴ属 Con 500021 Conger japonicus クロアナゴ japonicus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang867 ハモ科 Muraeneso 867 5691 ハモ属 Mur 500022 Muraenesox cinereus ハモ cinereus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 133 ウナギ目 Ang867 ハモ科 Muraeneso 867 5691 ハモ属 Mur 500023 Muraenesox bagio スズハモ bagio
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 868 ニシン科 Clupeidae 868 5692 ウルメイワシ属Etru 500024 Etrumeus teres ウルメイワシ teres
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 868 ニシン科 Clupeidae 868 5693 キビナゴ属 Spra 500025 Spratelloides gracilis キビナゴ gracilis
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 868 ニシン科 Clupeidae 868 5694 ヒラ属 Ilish 500026 Ilisha elongata ヒラ elongata
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 868 ニシン科 Clupeidae 868 5695 マイワシ属 Sard 500027 Sardinops melanostictus マイワシ melanostic
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 868 ニシン科 Clupeidae 868 5696 サッパ属 Sard 500028 Sardinella zunasi サッパ zunasi
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 868 ニシン科 Clupeidae 868 5697 ニシン属 Clup 500029 Clupea pallasii ニシン pallasii
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 868 ニシン科 Clupeidae 868 3E+07 ヤマトミズン属Amb30001090 Amblygaster leiogaster ヤマトミズン leiogaster
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 868 ニシン科 Clupeidae 868 5698 コノシロ属 Kon 500030 Konosirus punctatus コノシロ punctatus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 868 ニシン科 Clupeidae 868 5699 ドロクイ属 Nem 500031 Nematalosa come リュウキュウドロクイ come
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 868 ニシン科 Clupeidae 868 5699 ドロクイ属 Nem 500032 Nematalosa japonica ドロクイ japonica
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 869 カタクチイワシ科Engraulidid 869 5700 エツ属 Coil 500033 Coilia nasus エツ nasus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 869 カタクチイワシ科Engraulidid 869 5701 ツマリエツ属 Seti 500034 Setipinna tenuifilis ツマリエツ tenuifilis
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 869 カタクチイワシ科Engraulidid 869 5702 カタクチイワシEng 500035 Engraulis japonicus カタクチイワシ japonicus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 869 カタクチイワシ科Engraulidid 869 5704 タイワンアイノEnc 500037 Encrasicholina punctifer タイワンアイノコイワシpunctifer
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 134 ニシン目 Clu 869 カタクチイワシ科Engraulidid 869 5703 インドアイノコStol 500036 Stolephorus indicus インドアイノコイワシ indicus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 135 ネズミギス目 Gon870 サバヒー科 Chanidae 870 5705 サバヒー属 Cha 500038 Chanos chanos サバヒー chanos
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 136 コイ目 Cyp871 コイ科 Cyprinidae 871 5706 コイ属 Cyp 500039 Cyprinus carpio コイ carpio
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 136 コイ目 Cyp871 コイ科 Cyprinidae 871 5706 コイ属 Cyp 30004692 Cyprinus carpio コイ（飼育品種） carpio
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 136 コイ目 Cyp871 コイ科 Cyprinidae 871 5707 フナ属 Cara 500042 Carassius cuvieri ゲンゴロウブナ cuvieri
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 136 コイ目 Cyp871 コイ科 Cyprinidae 871 5707 フナ属 Cara 500043 Carassius auratus langsdoギンブナ auratus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 136 コイ目 Cyp871 コイ科 Cyprinidae 871 5707 フナ属 Cara 500044 Carassius auratus grandocニゴロブナ auratus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 136 コイ目 Cyp871 コイ科 Cyprinidae 871 5707 フナ属 Cara 500045 Carassius auratus subsp.1ナガブナ auratus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 136 コイ目 Cyp871 コイ科 Cyprinidae 871 5707 フナ属 Cara 500046 Carassius auratus subsp.2キンブナ auratus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 136 コイ目 Cyp871 コイ科 Cyprinidae 871 5707 フナ属 Cara 500047 Carassius auratus buergerオオキンブナ auratus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 136 コイ目 Cyp871 コイ科 Cyprinidae 871 5707 フナ属 Cara 500048 Carassius auratus auratusキンギョ auratus
16 脊ついVERT 16 29 硬骨魚綱 Ostei 41 136 コイ目 Cyp871 コイ科 Cyprinidae 871 5707 フナ属 Cara 500049 Carassius auratus テツギョ auratus
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スクリーニング委員会による精度管理

平成11年度から、各生物項目の専門家からなる学識経験者によるスクリーニング
委員会を組織し、全国の調査結果の精査を体系的に行っている。

●スクリーニング委員会の創設

○設置目的

河川水辺の国勢調査に
おける調査結果の検証
等を行うことによって、調
査精度の向上及び正確
な資料の公表に寄与す
ることを目的とする。

　河川水辺の国勢調査　スクリーニング委員会（座長会議）

魚類スクリーニング・グループ

両生類・爬虫類・哺乳類スクリーニング・グループ

底生動物スクリーニング・グループ

植物スクリーニング・グループ

鳥類スクリーニング・グループ

陸上昆虫類等スクリーニング・グループ

プランクトンスクリーニング・グループ（ダム湖版）
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河川水辺の国勢調査マニュアルの改訂

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査

平成17年度以前 平成18年度以降

河川空間・ダム湖利用実態調査

基本調査

テーマ
調査

モニター
調査

底生動物調査

動植物プランクトン調査
　　　　（ダム湖版のみ）

植物調査（植物相調査）

鳥類調査

両生類・爬虫類・哺乳類調査

陸上昆虫類等調査

河川環境基図作成調査・
ダム湖環境基図作成調査

河川空間・ダム湖利用実態調査

生物調査 魚介類調査

底生動物調査

動植物プランクトン調査
　　　　（ダム湖版のみ）

植物調査

鳥類調査

両生類・爬虫類・
哺乳類調査

陸上昆虫類等調査

河川調査
（河川版のみ）

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査

生物調査

魚類調査

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査

平成17年度以前 平成18年度以降

河川空間・ダム湖利用実態調査

基本調査

テーマ
調査

モニター
調査

底生動物調査

動植物プランクトン調査
　　　　（ダム湖版のみ）

植物調査（植物相調査）

鳥類調査

両生類・爬虫類・哺乳類調査

陸上昆虫類等調査

河川環境基図作成調査・
ダム湖環境基図作成調査

河川空間・ダム湖利用実態調査

生物調査 魚介類調査

底生動物調査

動植物プランクトン調査
　　　　（ダム湖版のみ）

植物調査

鳥類調査

両生類・爬虫類・
哺乳類調査

陸上昆虫類等調査

河川調査
（河川版のみ）

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査

生物調査

魚類調査

①「基本調査」の重点化・効率化（◎調査項目の変更、◎調査頻度の変更）

②重点的かつ緊急的に把握する必要がある課題に関する基礎情報を収集整備する「テーマ調査」の導入

③基本調査、テーマ調査の補完及び国民の水辺環境への関心と理解を深めることを目的として、流域の市民団体等からの
調査協力により基礎情報を収集整備する「モニター調査」の導入

改訂項目

本委員会
適用範囲
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河川水辺の国勢調査マニュアル類の整備

H9年度版マニュアル H18年度版マニュアル

●河川水辺の国勢調査マニュアル類

H13年度 河川水辺総括資料
作成調査の手引き（案）

●河川水辺の国勢調査のための生物リスト 、 ●国外外来種リスト

H17年度 河川環境資料
の活用の手引き

H6年度版マニュアル H18年度版マニュアル

【河川版】

【ダム湖版】

H14年度 (ダム湖版)河川水辺総
括資料作成調査の手引き(案)
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一般ユーザ

調査会社・研究者

【外部専門機関】

【事務所】

事務所職員

サポートサーバ

一般公開用サーバ

⑥重要種等の
マスキング作業
を行い、情報公
開用DBに格納

②事務所から調
査データを送付

【水情報国土データ管理センタ】

⑦データ管理センター
を通じ国民へ情報公開

データ

⑧生データの請求に対
してデータ送付などの
対応

⑤真正化デ
ータ返却

事務所サーバ

③チェック、スクリーニング実施

④DB格納

【調査会社】

・調査

・データの入力

入出力システム

河川水辺の国勢調査データベースの流れ

入出力システム

・データチェック等

①調査会社から調
査データを送付



64

73

49

67

61

43

河川整備基本方針段階

河川整備計画段階

河道計画段階

施工段階

維持管理段階

その他回答数
（357）

13

河川水辺の国勢調査の利活用

平成22年度に直轄河川事務所を対象に実施した、水国調査結果の活用状況につい
てのアンケート結果を示す。

調査結果の活用頻度の高い段階を問う設問では、「河川整備計画段階」が一番多く、
次いで「河川整備基本方針段階」、「施工段階」となっているが、「河道計画段階」や「維
持管理段階」でもそれぞれ49例、67例あり、ほぼ全段階で活用されている。

河川整備計画

その他

維持管理

施工

河川整備基本方針

河道計画

回答部署数：93
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参考1 河川水辺の国勢調査の利活用計画への活用
河道計画に反映 －河川環境情報図－

重要種情報のためマスキング
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←旭川

←
中
原
川

中
原
川↓

中
原
川↓

旭
川
↓

旭
川
↓

中原締切堤防

移植場所（中原川）

中原締切堤防

排水樋門

・河川水辺の国勢調査結果に基づき、工事着手前に重要種

（エナシヒゴクサ、タカネマスクサ）の移植を実施

消失部分

移植状況（工事着手前）

エナシヒゴクサ（１８６株）タカネマスクサ（５株）

工事着手前の状況

移植日（H14.7.2）

Ｈ１３ 河川水辺
の国勢調査範囲
（植物）

中原締切堤防及び
樋門

H16.3完成

参考2 河川水辺の国勢調査の利活用重要種の保全
重要種情報のためマスキング



参考3 河川水辺の国勢調査の利活用ダム管理への活用

 

モニタリング調査 

（個別ダム：FU 制度に基づく） 

・アセス結果の検証 

・予測不確実性の検証 

・保全対策効果の検証 

アセス 
事後調査 

（個別ダム：アセ

ス法に基づく）

・予測不確実性の

検証 

環境アセスメント 
（個別ダム：アセス法に基づく）  

報告・提言 

フォローアップ調査 

（地方整備局単位：FU 制度に基づく） 

 
 

河川水辺の国勢調査 
生物調査【ダム湖版】 
（個別ダム：通達に基づく） 

・ダム湖及び周辺の定期的、継続的、

統一的なダムに関する基礎情報 

河川水辺の国勢調査

ダム湖利用実態調査
及び  

その他の資料 

年次報告（生物） 
・現況解析 

・改善策立案 

定期報告書（生物） 
５年ごとに実施 

（事後評価） 

生物に配慮した 
管理計画立案 

良好な生物の生息・生育環境の保全復元を念頭においた適切なダム管理 

基礎資料と

して活用

環境の変化・保全対策の効

果の類似事例として活用 

ダム湖周辺における

開発行為 
環境配慮 

（計画時・工事中）

モニタリング 

標本・パンフレット等

による啓発資料 

• ダム湖版の調査結果は、「ダム等管理フォローアップ制度」における年次報告書・定期
報告書作成の生物調査データとして活用

• ダム湖の管理や周辺工事の際の環境配慮(重要種等)のための基礎資料

・他ダムの環境アセスメント等において、ダム完成後の環
境の変化や保全対策を実施した場合の効果等の類似事
例としても活用
・ダムの資料館での標本展示やパンフレット等によりダム
湖周辺の自然環境の啓発資料としても活用
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類

両
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類

・
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類

・
哺

乳
類

陸
上
昆
虫
類
等

の
べ
ダ
ム
数

下流域

湛水域

上流域

・国調データは、どの調査対象項目についても、ダム湖周辺の環境の現状把
握や影響の分析に利用されている。

・魚類・底生動物等のデータは、ダム湖内の現状把握や下流へのダムの影響
の分析等に多く利用されている。

ダム等管理フォローアップでのデータの分析状況

0

20

40

60

80

100

魚
類

底
生
動
物

動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン

植
物

鳥
類

両
生
類

・
爬
虫
類

・

哺
乳
類

陸
上
昆
虫
類
等

ダ
ム
数

ダム影響を考察 調査結果を考察 調査結果のみ記載

参考4 河川水辺の国勢調査の利活用ダム湖版データの利用

各調査項目の定期報告書でのとりまとめ状況 各調査項目のダムの環境の分析状況
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■ダム湖内における環境変化の検証（外来魚の増加）

○特定外来生物オオクチバスは平成8年度から確認されており、増加傾向にある。

○複数の年級群が確認されていること、小型個体が確認されていることから、ダム

湖内で繁殖していると考えられる。
オオクチバスの調査年度別個体数

1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 トンボ池 ホタル池

H8 H14 H18 H8 H14 H18 H8 H14 H18 H18 H18

オオクチバス（ブラックバス） ◎ 19 39 1 6 3

◎：目視観察による確認

魚　　　　名

流入河川 環境創出箇所ダム湖内 下流河川

0.0

0.5

1.0

1.5

H9 H14 H18（夏季のみ）

湖岸部

流入部

H 9 H 14 H 18

調査年

ダム湖内におけるオオクチバスのCPUE（刺網1枚当たりの採集量）

■湖岸部

□ダム湖内流入部付近

[1]※1

0

2

4

6

8

10

I II III IV V
体長区分※2

個体数

[2]※1

0

2

4

6

8

10

I II III IV V
体長区分※2

個体数

0

1

2

3

4

5

6

I II III IV V

体長区分※2

個体数

0

5

10

15

20

25

30

～5.5cm 5.5cm～12.2cm 12.2cm～20cm 20cm～

体長区分

個体数

0

1

2

3

4

5

6

～5.5cm 5.5cm～12.2cm 12.2cm～20cm 20cm～

体長区分

個体数

平成14年度

※1：H14年では湖岸部は2地点で調査を行った。

※2：体長区分は以下の通りとした。

I：～3cm II：3～5cm III：5～10cm IV：10～20cm V：20cm～

平成18年度

■湖岸部

■ダム湖内流入部付近

オオクチバス

H15 第1回フォローアップ委員会H10ダム完成

H20中筋川ダム

参考5 河川水辺の国勢調査の利活用ダム湖の分析事例

課題 ダム湖内の変化を継続的に把握し、必要に応じて対策等の検討を行う。
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河川水辺の国勢調査 コスト

19

平成19～21年度における河川水辺の国勢調査予算額（実績ベース）を示す。およそ、
25～29億円であった。

2,722 百万円平成19年度

2,885 百万円平成21年度

2,490 百万円平成20年度

総額年度

※「河川水辺の国勢調査」に要した事業費の概算額（河川水辺の国勢調査の調査内容
を含む業務の事業費から、事業費全体に占める河川水辺の国勢調査に係る部分の割
合を直接人件費の割合等から推定したもの）


